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研究成果の概要 

（１）PDTへの応用を志向した細胞内滞留型 DDS 

側鎖にフェニルボロン酸を有する高分子を RAFT重合により合成した。合成したフェニルボロン酸高分

子の側鎖に、ジオール基やカテコール構造を有するリガンド候補分子を、ボロン酸エステルを介して結

合し、その標的指向性について培養細胞を用いて評価を行った。その結果、がん細胞に対する標的指向

性と高い細胞内滞留性を示す DDSを見出した。in vivoでのその機能評価を予備的に行ったところ、そ

の腫瘍集積性について有望な結果が得られた。 

（２）代謝制御型 DDSの開発と BNCTへの応用 

分子量を精密に制御するために RAFT 重合を用いて基本骨格となる高分子を合成し、その側鎖に独自技

術によりホウ素薬剤を結合した。その機能について評価したところ目的に沿った結果が得られた。in 

vivo においても CT26 皮下腫瘍モデルを用いて検討を行った結果、目的通りの結果を得ることができ

た。 

（３）腫瘍内鉄代謝制御を可能とする高分子による免疫調節 

in vivo における免疫療法の治療効果向上とそのメカニズムの検討を中心に行った。BALB/c マウスの

CT26皮下腫瘍モデル及び EMT6皮下腫瘍モデル（両方とも cold tumorのモデル）を用いて検討したと

ころ、両モデルにおいて治療効果向上の結果が得られた。その治療過程における腫瘍内免疫細胞の挙動

について調べたところ、腫瘍内マクロファージと特定の T 細胞がその抗腫瘍効果に影響していること

が示唆された。 
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